























   本論文の主張 
 本論文は三篇からなり構成は以下の通りである。第一篇 隋唐の系譜と「関中本位政策」 
第一章 唐初における『貞観氏族志』の編纂と「八柱国家」の誕生、第二章 西魏・北周に
おける本貫の関隴化について、第三章 西魏・北周の「賜姓」政策について 第二篇 「関隴
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